
日本遺産検定3級模擬試験【応用問題②】　　　　問題用紙

Q1.富山県にある井波では、宮大工による井波彫刻が有名です。この彫刻は18世紀に行われた瑞泉寺
再建に端を発し、今では〇と呼ばれるほどになりました。○に入る語句は何でしょうか。

１．石細工の展覧会　　２．木彫刻の美術館
３．漆細工のまち　　４．木炭彫刻の市場

Q2.鬼が仏として捉えられている”くにさき”は、大分県の国東半島あたりに位置する日本遺産です。
ここでは毎年1月に鬼に出逢うことのできる夜に行われる法会があります。この法会は何というでし
ょうか。

１．修正鬼会　　２．修行鬼会　　３．百鬼夜行　　４．百仏夜行

Q3.瀬戸内海を分断するような場所に位置する芸予諸島。戦国時代、この地域を中心に海上活動を行

っていた海賊はどれでしょうか。

１．PIRATES YORU　　２．PIRATES ASAHI

３．村木海賊　　４．村上海賊

Q4.日本初の女帝、推古天皇をはじめとして、古来日本では女性が国づくりの中心となって「日本国」

を誕生させました。政治のみならず、宗教・文化面でも女性が牽引していました。仏教興隆の先駆と

なった女性は誰でしょうか。

１．小野妹子　　２．小野小町　　３．善信尼　　４．明光尼

Q5.瀬戸内海にある備讃諸島。ここでは花崗岩がよく採れ、石切技術も確立していました。特に笠岡

諸島で採れた花崗岩は何というでしょうか。

１．北木石　　２．笠岡石　　３．岡山石　　４．香川石



Q6.茨城県の笠間市と栃木県の益子市。この2つの市は共通した産業に力を入れていることから”かさ

ましこ”と呼ばれています。その共通した産業とは何でしょうか。

１．製陶　　２．精麦　　３．製鉄　　４．精米

Q7.三重県の伊賀地方と滋賀県の甲賀地方はともに忍者の発祥地として人気を集めています。特に有

名な出来事は、本能寺の変後に徳川家康を三河に無事に帰した○です。○に入る語句は何でしょう

か。

１．神君伊賀越え　　２．神君甲賀越え

３．主君伊賀越え　　４．主君甲賀越え

Q8.朝廷の食事を支えた「御食国（みけつくに）」の一つであった若狭。ここの街道の起点は港町

「小浜」で、近年、この街道は何と呼ばれているでしょうか。

１．酢街道　　２．醤油街道　　３．鰯街道　　４．鯖街道

Q9.天橋立で知られている宮津を含む丹後地域は「丹後ちりめん」を生み出し、今も国内最大の〇で

知られています。○に入る語句は何でしょうか。

１．農産物産業　　２．海産物産業

３．絹織物産業　　４．綿織物産業

Q10.「日本第一」の塩を産した播州赤穗。ここの東浜で作られている塩は江戸などの東日本や北国

の好みに近づけた〇というものであった。○に入る語句は何でしょうか。

１．差塩　　２．真塩　　３．上質塩　　４．苦塩


